















































































































































(a) 入力画像 (b) 骨格画像 (c) テクスチャ
　　画像
図2：TV 正則化の適用例
(a)TV 正則化拡大 (b) Bicubic 補間で拡大
図3：拡大骨格画像の比較
図4：画像 Lenna における領域分割結果





























































































鮮明度 0.19 0.22 －23.53
表2は、式 (6) を用いて図10の拡大画像の





















(b)Glasner ら [7](a)Bicubic 補間 (c) 従来手法 [3] (d) 提案手法
図12：画像 Koala を用いた各手法の性能比較






















図12(a) 図12(b) 図12(c) 図12(d)
鮮明度 0.17 0.18 0.19 0.20
表4：図13の鮮明度S
図13(a) 図13(b) 図13(c) 図13（d）
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